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健康管理医の活用について

平成5年より導入されました健康管理医の制度も

10年以上を経過し、ともすればその存在が学校側・

学校医側ともに忘れ去られている傾向があるのでは

ないでしょうか。そんなことはないといわれる先生

方は、以下の文章は読み飛ばしていただいてもかま

いません。

健康管理医の制度は、教職員が50名以上の学校

（京都市には13校が存在します）においては産業医

を選任しなければなりませんが、大部分のそれ以下

の規模の学校においても産業医と同様に教職員の健

康管理を担う存在として発案設置されたものです。

そのため年に10回程度の教職員に対する健康相談の

機会を設けるという構想となっておりますが、現実

にそれだけの活動をしている学校医がどれくらいお

られるでしょうか。聞くところによりますと月に2

回以上の健康相談を実施している学校がある一方、

相談者がないとの理由でほとんど相談を実施してい

ない学校も多々あるようです。恥ずかしながらこの

私も会長の任にありながら、ほとんど健康相談を行っ

ていないのが現状です。これには制度が定められて

から10年以上を経過し、学校側の実施責任者である

学校長や衛生推進者となっていることが多い教頭先

生の世代交代が進み、健康管理医の制度自体をご存

じない事が原因の一つと考えられます。また学校医

側からは、要請がないのならそっとしておいた方が

楽だという考えがあるのではないでしょうか。「寝

た子を起こすな」とのおしかりを受けるかもしれま

せん。しかしながら制度がある以上、また一生懸命

にその仕事を行っていられる学校医の先生がいられ
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る以上、設置の原点に戻り健康管理医の活動を熱心、

に学校側に働きかけていただくことをお願い申し上

げます。

今更こんなことを言うのには理由があります。産

業医活動をしていられる先生方はすでにご承知でしょ

うが、平成17年法律第108号の労働安全衛生法等の

一部を改正する法律が平成18年4月1日より施行さ

れました。この中において、長時間労働者等の健康

を保持するための措置が充実強化されました。すな

わち「労働者の週40時間を超える労働が1月当たり

100時間を超えかっ、疲労の蓄積が認められるとき

は、労働者の申出を受けて、医師による面接指導を

行わなければならない」との規定が新たに設けられ、

過重労働に対しての産業医による面接指導が必要と

なりました。学校現場においては現在のところタイ

ムレコーダー等の使用は行われておらず、そのため

過重労働の実態が明確とはなっておりません。しか

しながらこれを受け、以下にその文章を示します通

達が文部科学省より教育委員会へ送られてきており

ます。このため産業医を選任しなければならない13

校は当然ですが、それ以外の学校におきましてもこ

の通達の趣旨を受け、健康管理医としてこれまで以

上に教職員の健康管理に積極的に参画し、教職員の

健康を保持増進し、過重労働によるうっ病等の発生

を阻止するようにしていただきたいと考え、今更な

がら健康管理医としての活動の再確認をしたわけで

す。今でも十分忙しいと言われるかとは存じますが、

よろしくお願い申し上げます。
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